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シリーズ累計応援購入総額7,000万円突破・体型変化やお手入れの悩みに応える

「たためて洗えるブラックフォーマル」Makuakeにて7月31日プロジェクト開始

2026年7月28日

レディースフォーマルウェアを展開する株式会社東京ソワール（本社：東京都中央区、代表取締役
社長：小泉純一）は、フォーマルウェアのお手入れや体型変化によるサイズ選びの悩みに応える
「たためて洗えるブラックフォーマル」を、2026年7月31日（金）より応援購入サービス
「Makuake（マクアケ）」にてプロジェクトを開始いたします。

近年、家族葬などの親族中心の小規模な葬儀が増加する中、「どのような服装で参列すればよいのか
分からない」と感じる方が増えています。当社が実施した調査※では、「親族中心で行われる供養の
場に参加する際、服装について迷ったことがある」と回答した方は約6割にのぼりました。さらに、
そのうち約6割が「家族・親族だけなので、どの程度正式な服装にすべきか迷った」と回答していま
す。

家族葬などの小規模な葬儀では、喪主・遺族は正喪服または準喪服、参列者は準喪服または略喪服を
着用することが一般的になっています。そのため、ルールとマナーに沿ったブラックフォーマルを一
着備えておけば、喪主・親族・参列者など立場を問わず、安心して弔事に臨むことができます。

女性のブラックフォーマルには、光沢を抑えた黒のアンサンブルやワンピース、スーツ、パンツスー
ツなどがあります。胸元や腕などの肌の露出を控えたデザインが基本で、スカート丈は膝が隠れる長
さ以上が望ましいとされています。夏季には六〜七分袖も着用できるとされています。

※ 東京ソワール「夏の喪服に関する実態調査」（n=285、調査期間：2026年7月2日〜7日）

【どんな立場でも失礼のない喪服とは】

【開発背景】

近年、家族葬や親族中心の小規模な葬儀が増加する中、「どのような服装で参列すればよいのか分
からない」と感じる方が増えています。当社が実施した調査※1では、「親族中心で行われる供養
の場に参加する際、服装について迷ったことがある」と回答した方は約6割にのぼりました。さら
に、そのうち約6割が「家族・親族だけなので、どの程度正式な服装にすべきか迷った」と回答し
ています。

正喪服とは、葬儀・告別式において喪主が着用する最も格式の高い喪服のことです
※2。
ローブモンタントを原型とし、光沢のない同素材で仕立てられたアンサンブルやスー
ツ、ワンピースなどが該当します。詰まった衿元、膝が隠れる丈からくるぶし丈程度
のスカート丈、長袖が基本とされ、夏季においては六〜七分袖も認められています。



【東京ソワールの取り組み】

東京ソワールは、日本で初めて和装に代わる洋装の喪服を開発して
以来、57年にわたりフォーマルウェアメーカーとして冠婚葬祭の装
いを支えてまいりました。

創立当初から丁寧なものづくりにこだわり、高い技術力と品質を追
求してきました。

『大切な想いの、すぐそばに。』の企業ミッションのもと、このた
びブラックフォーマルにつきものの悩みに寄り添う商品として、新
たな「たためて洗えるブラックフォーマル」を開発しました。

今後も東京ソワールは、お客様の声に耳を傾けながら、時代の変化
に合わせた商品開発を通じて、フォーマル文化の継承と進化に取り
組んでまいります。

【たためて洗えるフォーマル販売実績】

当社がMakuakeにて、過去8回にわたり販売した「たためて洗えるフォーマル」シリーズは、多くの
お客様から支持をいただき、累計支援総額7,000万円を突破しました。

• 累計販売着数：2,010着（第1弾～第8弾）
• 累計支援総額：7,000万円
• 平均支援者数：各回約250名

＜お客様の声＞
• 肩が上がりにくくなり、体型も変わってきました。そんな中、細かなポイントまで考えられた商

品に出会えてうれしいです。
• 以前、フォーマルワンピースを購入して以来、品質の良さに満足しています。今回洗えるスーツ

が登場したと知り、とても楽しみにしています。
• 以前購入したフォーマルワンピースの着心地の良さがお気に入りでした。娘が社会人になったた

め、そのワンピースを譲り、新たに購入しました。

喪服は着用機会が限られるため、格式や品格を大切にしたい一方で、ライフスタイルの変化から、
次のような悩みの声が寄せられています。

・年齢を重ねて体型変化しても、長く着られる喪服がほしい

・親の高齢化に伴い、喪主としての装いを意識するようになった

・品格は大切にしたい一方、窮屈な着心地の喪服には不安を感じる

・クリーニングに出すのが手間

・葬儀場は空調が効いているためジャケットを持参したいが、荷物がかさばる

こうした声を受け、東京ソワールはフォーマルウェアメーカーとして培ってきた知見を活かし、ス
トレッチ性や家庭で洗える利便性、持ち運びやすさなどの機能性によって、喪服にまつわるさまざ
まな悩みの解決を目指しました。

【喪服に関する悩み】

正喪服とは、葬儀・告別式において喪主や親族が着用する最も格式の高い喪服のことです※2。
ローブモンタントを原型とし、光沢のない同素材で仕立てられたアンサンブルやスーツ、ワンピー
スなどが該当します。詰まった衿元、膝が隠れる丈からくるぶし丈程度のスカート丈、長袖が基本
とされ、夏季においては六〜七分袖も認められています。

しかしながら、正喪服は着用機会が限られるため、 「体型変化で着られなくなった」 「クリーニ
ングが手間」「保管場所に困る」といった悩みを抱える方も少なくありません。そこで当社は、自
宅で洗えてコンパクトに収納でき、ストレッチ素材で体型変化にも対応しやすい「たためて洗える
ブラックフォーマル」を開発しました。
※1 東京ソワール「夏の喪服に関する実態調査」（n=285、調査期間：2026年7月2日〜7日）
※2 出典：一般社団法人日本フォーマル協会『フォーマルウェア・ルールブック』

近年、家族葬や親族中心の供養の場が増えるなか、喪服に求められる価値観も変化しています。格式
や品格を大切にしたい一方で、着用機会の少なさやライフスタイルの変化から、次のような悩みの声
が寄せられています。

・品格は大切にしたい一方、窮屈な着心地の喪服には不安を感じる
・年齢を重ねて体型変化しても、長く着られる喪服がほしい
・親の高齢化に伴い、喪主としての装いを意識するようになった
・クリーニングに出すのが手間
・葬儀場は空調が効いているためジャケットを持参したいが、荷物がかさばる

こうした声を受け、東京ソワールはフォーマルウェアメーカーとして培ってきた知見を活かし、喪服
にまつわるさまざまな悩みの解決に取り組んでいます。



プロジェクトURL： https://www.makuake.com/project/tokyo-soir10/

プロジェクト期間： 7月31日（金）AM9:00～11月3日（火）22:00

アイテム：ジャケット+ワンピース+収納用ポーチ

サイズ展開：Sサイズ／Mサイズ／Lサイズ／LLサイズ

リターン内容：一般販売価格 55,000円（税込）

特急便35%OFF(7月31日~9月9日) 35,750円（税込）

【商品概要】

一般的にスーツには布帛（織物）素材を使用しますが、本商品はニット（編物）素材を使用している
ため、非常に高い伸縮性があります。

■喪主から参列者まで、どんな立場でも安心して着用できる

■ソフトな風合いでストレッチ性が高いため、動きやすく体型の変化にも対応

■ゆとりのあるタテ長シルエットで、体型カバーができる

■家庭で洗濯可能

■特殊な濃染加工で色落ちしにくい深い黒を実現

■シワになりにくいので、コンパクトに折りたたんで付属のバッグにしまえる

■静電気防止効果テープがついているので、ストッキングをはいていてもまとわりつきにくい

■前開きファスナーで、年齢を重ねて腕が上がりにくくなっても楽に着脱できる
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